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大阪商業大学　経済学部
准教授　柴田　孝

　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園は、全国の高校生を対象とした、
グループ応募も可能なビジネスアイディアのコンテストで、今年2021年で20
回目の開催となります。大阪商業大学と毎日新聞社の共催で毎年開催してお
り、経済産業省、大阪府、大阪府教育委員会、東大阪市、東大阪市教育委員
会、大阪市教育委員会、全国商業高等学校協会、東大阪商工会議所から後援
をいただいております。
　あらためて振り返れば、第１回の2002年には、23校から597件の応募をい
ただくことができ、無事にコンテストが始まりました。昨年2020年の第19回
には、173校から8191件の応募をいただくまでになりました。この間、審査
形式を応募書類のみによる審査から、プレゼンテーション審査に基づく最終
審査へと変更するなど、改善を加えてきております。

③全国高等学校ビジネスアイディア甲子園について
⑴「全国高等学校ビジネスアイディア甲子園への応募について」
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　コンテストの審査基準はウェブサイトおよび応募用紙に記載の通り『アイ
ディアの新規性・独創性・市場性・および企画書作成能力（１. 論理性　２. 
表現力）、熱意・意欲を含めた総合的なプレゼンテーション能力をもとに審
査します。特に新しさ、面白さを評価しています。』としています。新しく、
面白いことを発見し、まとめる企画力、そしてそれを伝える表現力は、皆さ
んのこれからの人生には必須の能力ともいえ、就職活動だけでなく、社会生
活において重要視されています。
　世の中に存在する解決が求められている課題に挑戦する過程で以下のよう
な力が伸ばせると私は考えています。第１に「どのような問題かを知る（分
析力）」、第２に「その問題の解決にはどのような方法があるかを考える（課
題解決力）」、第３に「それを整理して提案する（表現力）」、そして第４に「ア
イディアが持続的なものとなるように資金繰りや運営などといったビジネス
的視点まで考慮する（経営マインド）」です。
　2020年度は新型コロナ感染症の蔓延により平常時の活動再開時期の見通し
が立たない状況であったことから本コンテストの実施そのものについても検
討しましたが、高校生の柔軟な発想によるアイディアを競う場を確保するべ
く2020年４月にコンテストの実施を決定いたしました。しかしながら、収束
がみえない感染状況のなかで、全国からの移動を伴う対面でのプレゼンテー
ション審査は実現が難しいと判断せ
ざるを得ませんでした。そのため、
応募書類受付開始直前の2020年８月
末に、プレゼンテーションビデオ（候
補者作成）を用いた最終審査とする
ことを周知しました。最終審査当日
は、審査会がおこなわれる大阪商業
大学と、最終審査ノミネート者とを
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ウェブ会議システムでつなぎ、オンラインで参加していただくこととしまし
た。このようにして、例年とは違う形式での実施となりましたが、2020年度
の最終審査ならびに表彰式を無事に終えることができました。応募者の皆様
に感謝申し上げます。
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解説作成　大阪商業大学　経済学部
准教授　柴田　孝

　前の節での説明のとおり、2020年度は、最終審査進出校からプレゼンテー
ションを撮影した動画を提出していただき、それを共有して最終審査会をお
こないました。
　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園の紹介にあたり、最終審査に臨む
生徒の方々を支援してこられた担当の先生の視点から本コンテストについて
お話しいただくことをお願いしたところ、芝商業高等学校の池田先生にお引
き受けいただくことができました。

　池田先生によれば、芝商業高等学校は３年次の「課題研究」の１テーマと
して取り組んだとのことです。全国高等学校ビジネスアイディア甲子園が、
募集するテーマを幅広く想定していることで応募しやすいこともひとつの動
機とのことでした。
　この「課題研究」に取り組むまでのカリキュラムとして、１年次にビジネ
ス基礎、２年次に「ビジネスアイデア」、そして３年次が課題研究となります。
２年次開講の「ビジネスアイデア」では、アイデア発想法を学び、企業から
の課題にむきあって市場分析をおこない、アイデアを提案するという流れで
一年かけて取り組まれています。そして３年次の「課題研究」は、生徒の自
発的な取り組みによって成り立つ科目という点に特徴があります。受講する
生徒が自らの興味関心や学びの必要性に応じたテーマ設定をおこない、最終
的な発表・レポート作成に向けて１年かけて取り組む科目となっています。
なおテーマ設定については商業科の学習内容に関連することが条件となって
います。
　この課題研究では、取り組みは生徒本人に委ねられ、教員は内容には立ち
入らず、レポートや発表の指導、その他スケジュール管理に専念していると
のことでした。一年間のおおまかな流れとして、ゴールデンウィーク前まで
にテーマを設定し、１学期期末考査前にゼミ内中間発表を実施、さらに10月
末の文化祭でも発表をおこないます。そして２学期期末考査前にゼミ内最終
発表を行い、試験明けに発表会に臨みゼミ代表者が発表をおこないます。そ
こでの発表をふまえ、３年生全員は良い内容のものをシェアし、２年生は次

⑵「最終審査ノミネート校による取組み事例紹介（解説）」


